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《大宮グランドセントラルステーション推進会議
において検討されている整備方針図（案）》

対流拠点として人を迎え入れられる、
駅前における安全安心で
居心地の良い場を形成していく。

街なかを楽しく歩き回ることのできる
歩行者の回遊ネットワークを、
交流空間を起点としつつ再構築する。

鉄道と他交通手段の円滑で利便な乗換え
が行える交通結節拠点を、交流空間や
歩行者空間と調和させつつ形成する。

交流空間・交通広場・歩行者空間等の整備
にあたっては、４地区のまちづくりの
事業化熟度に合わせ、各地区の土地利用
と一体的・段階的に整備していく。
また、4地区の協調により大宮らしさを
発展的に継承する機能分担と景観形成を
図っていく。
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適切な規模の交流
空間の整備（その
位置は交通広場の
位置と要調整）

各地区のまちづく
りによる、ネット
ワークされた歩行
者空間の整備

適切な規模の交通
広場の整備（その
位置は交流空間の
位置と要調整）

４地区における、
まちづくりの推進
（市街地再開発事業
等の適切な事業手
法を活用）

◎交流空間・交通広場及び歩行者空間等の配置については、

　複数の組み合わせが考えられます。

◎次頁以降においては、配置組み合わせを検討するための

　イメージ・スタディパターンを４案整理しました。

◎別途ご説明する、交通広場の概略検討図面や模型ワーク

　と合わせて、ご検討ください。

基盤整備推進部会・まちづくり推進部会合同部会資料（H29.7.4）

《まちづくりの基本とする観点》

本資料は、あくまで部会において検討を行うための
ケーススタディとして作成しています。
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◎中地区・北地区・西地区にまたがり、南北に伸びる形での
　交流空間を地上レベルで確保
　　◎地上レベルを主とした歩行者空間を、4地区のまちづくり
　を通して連続的に創出
　　◎駅正面の中央通りの一部及び南地区と中地区のそれぞれの
　敷地の一部（地上レベル）を活用して、交通広場を配置
　（基盤整備推進部会で検討された「アイランド案」「集約案」
　がこれに相当する）

大宮駅東口西地区

大宮駅東口北地区

大宮駅東口中地区

大宮駅東口南地区

大宮駅東口大門町 2丁目中地区

中央通り

■スタディパターン１における〈都市基盤整備×まちづくり〉の配置概念図

ＴＰ
（地下）

■ボリュームイメージ

都市基盤の整備と各街区のボリュームは、
あくまでイメージです。

再開発建物（大門町 2 丁目中地区）

再開発建物

（南地区）

再開発建物

（西地区）

交通広場（地上）

再開発建物

（北地区）

再開発建物

（中地区）

交流空間（地上）
ＴＰ＝タクシープール

交通広場
（地上レ

ベル）

歩行者空間（地上レベル）

歩行者空間（デッキレベル）

歩行者の道路横断箇所

まちづくり（再開発事業等）
による新たな建物

歩行者ネットワーク

交
流
空
間
（
地
上
）

大宮区役所
移転予定

大宮南銀座エリア

新たなまちづくりの
動きのあるエリア

※この資料は、あくまで都市基盤整備とまちづくり
　を検討する際の材料として作成したものです。
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大宮駅東口西地区

大宮駅東口北地区
大宮駅東口中地区

大宮区役所
移転予定

大宮駅東口大門町 2丁目中地区

中央通り

■スタディパターン１’ における〈都市基盤整備×まちづくり〉の配置概念図

■ボリュームイメージ

再開発建物（大門町 2 丁目中地区）

再開発建物

（南地区）

再開発建物

（西地区）

再開発建物

（中＋北地区）

交通広場（地上レベル）交流空間（地上レベル）

交流
空間
（地上）

交通
広場

（地上レ
ベル）

大宮駅東口南地区

大宮南銀座エリア

新たなまちづくりの
動きのあるエリア

歩行者空間（地上レベル）

歩行者空間（デッキレベル）

歩行者の道路横断箇所

まちづくり（再開発事業等）
による新たな建物

歩行者ネットワーク

◎中地区・北地区・西地区にまたがり、まとまった形での交
　流空間を地上レベルで確保
　　◎地上レベルを主としつつ、交通広場上部はデッキレベルを
　介して、歩行者空間を、4地区のまちづくりを通して
　連続的に創出
　　◎駅正面の中央通りの一部及び中地区・西地区の敷地の一部
　（地上レベル）を活用して、交通広場を配置
　　➡中地区と北地区は一体的なまちづくりを想定

※この資料は、あくまで都市基盤整備とまちづくり
　を検討する際の材料として作成したものです。

都市基盤の整備と各街区のボリュームは、
あくまでイメージです。



大宮駅東口西地区

大宮駅東口北地区

大宮駅東口中地区

大宮駅東口大門町 2丁目中地区

中央通り

■ボリュームイメージ

再開発建物（大門町 2 丁目中地区）
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交流空間（地上）

交通広場
（地上レ

ベル）

■スタディパターン２における〈都市基盤整備×まちづくり〉の配置概念図
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歩行者空間（デッキレベル）

歩行者の道路横断箇所

まちづくり（再開発事業等）
による新たな建物

歩行者ネットワーク

大宮区役所
移転予定

大宮南銀座エリア

新たなまちづくりの
動きのあるエリア

大宮駅東口南地区

◎中地区・北地区・西地区、及び、中央通りの一部にかけて
　広がりのある形での交流空間を地上レベルで確保
　　◎地上レベルを主とした歩行者空間を、4地区のまちづくり
　を通して連続的に創出
　　◎駅正面の中央通りの一部及び南地区の敷地内（地上レベル）
　を活用して、交通広場を配置

※この資料は、あくまで都市基盤整備とまちづくり
　を検討する際の材料として作成したものです。

都市基盤の整備と各街区のボリュームは、
あくまでイメージです。
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中央通り

■ボリュームイメージ
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（中＋北地区）

交通広場（地上レベル）
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ベル）

■スタディパターン３における〈都市基盤整備×まちづくり〉の配置概念図

人工地盤

交流空間（地上レベル）

交流空間（人工地盤レベル）
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歩行者空間（地上レベル）

歩行者空間（デッキレベル）
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まちづくり（再開発事業等）
による新たな建物

歩行者ネットワーク

大宮区役所
移転予定

大宮南銀座エリア

新たなまちづくりの
動きのあるエリア

大宮駅東口南地区

◎中地区・北地区・西地区にまたがり、南北に伸びる形での
　交流空間を地上レベルで確保するとともに、中地区南側に
　設ける人工地盤上にも交流空間を確保　
　　◎地上レベルを主としつつ、交通広場上部の人工地盤レベル
　とを重層させることによる歩行者空間を、4地区のまち
　づくりを通して連続的に創出
　　◎駅正面の中央通りの一部及び中地区・北地区の敷地の一部
　（地上レベル）を活用して、交通広場を配置
　　➡中地区と北地区は一体的なまちづくりを想定

※この資料は、あくまで都市基盤整備とまちづくり
　を検討する際の材料として作成したものです。

都市基盤の整備と各街区のボリュームは、
あくまでイメージです。


